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図面（図 2）が，本文を上回る 43 頁にわたり添付されている。
おそらく欧米の専門誌からトレースしたと思われる。当時の最
新ホテルを参照している点が注目される。卒業論文の本文中に
挿入され，ホテル名が読み取れた 7 事例のうち 5 事例が 1912















文は『茶室建築』（1897），卒業設計は “Academy of Music 
and Concert Hall”(コンサートホールを持つ音楽学校，1897)
である。卒業論文の内容を，後には「建築非芸術論」という表










“Description on City Hotel Design”の構成について，各章
の頁数を挿入図・添付図面の頁数と合わせて表 1 に示す。 
 
2.建築学科における教育環境 










図 1 英文手書きによる卒業論文（序章の1頁） 




遠藤新の卒業論文 “Description on City Hotel Design”  
－1914年に描いた理想のホテルの理念と背景－ 
Arata Endo’s Graduation thesis “Description on City Hotel Design”  
―The concept and the background of the ideal hotel in 1914― 








































ス建築大講座 第 1-17 巻 3）』（1927-1929）の中に「建築論」































1923(大正 12)年までの 5 年間，通称ライト館実現のために献
身した。しかしながら，遠藤が卒業論文を書き上げたのは，





 遠藤新は，1889(明治 22)年生まれなので，卒業した 1914(大
正 3)年には 25 歳であった。当時は，7 月卒業であったから，
現在の修士課程を終えてしばらく経つくらいの年齢である。卒
業論文からは，若き日の建築家の真摯な姿勢が感じられる。   
卒業論文は，333×211mm（B4 より少し小さめ）の罫線に
キーワード：東京帝国大学建築学科，伊東忠太，林愛作，土井晩翠，帝国ホテル 
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ミカドホテル，東京駅，帝国ホテルの位置関係を図 6 に示す。 
 
 
 図4 卒業論文の中表紙と指導教官のサイン 
図 5 卒業論文におけるホテルの配置図（部分） 












1917（大正 6）年から 1920（大正 9）年までは，卒業生全員
が同一の表題に取り組んでいる。なお，同一の表題は，1921
年以降見られなくなり，第二次世界大戦下においてもそれは変
わらない。1911(明治 44)年から 1920(大正 9)年までの 10 年間














































佐野利器と考えられる。1914 年当時は 3 人とも助教授で，佐
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ると思う。例えば，1908 年出版の “Architectural Record”
（1908.8）誌の‘In the Cause of Architecture’(1908)である。
ライトが寄稿し，多くの作品が掲載されている。また，ヨーロ
ッパとは別にアメリカでも出版された “Ausgeführte Bauten 












































“And she brought forth her firstborn son, and wrapped him 
in swaddling clothes, and laid him in a manger; because 
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4)“Written at an Inn at Henley”の引用 
 序章の最後に，ウィリアム・シェンストン( William 









た頃，トーマス・カーライル（Thomas Carlyle, 1795 - 













































































































ンの大富豪スポ－ルディング兄弟(William S. Spaulding およ
び John T. Spaulding) のために大量の浮世絵を購入した年 26）
である。しかも，林とライトを繋ぎ，ライトとスポールディン
グ兄弟を繋いだのは，ともにシカゴの銀行家フレデリック・グ











また，Japan Tourist Bureau は，鉄道業者とホテル業者と
の関係を重視し，事務所は東京駅完成後，その構内に置かれた。
移動と宿泊は，どちらも観光や旅行に欠かせない相互補完の関
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図1 参考文献1）より 東京大学建築学科図書館の許可による 
図2 同上 
図3 参考文献2）をもとに筆者作成 











“Written at an Inn at Henley”の引用部分は，以下の通り
である。もとの詩と異なる箇所のみ下線を付し，（ ）内に原
文を示す。 
“Whoe’er has travell’d (travelled) life’s dull round, 
Where’er his stages may have been, 
May sigh to think how of he (he still has) found 
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